
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋桜祭の後から日記が滞っておりましたが、校内では子どもたちがたくさん活躍する場面が見ら

れました！まとめてになりますが、紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前期課程のクラブ活動が最終回を迎えました 

 

 

 

 

 

 

 

今年も地域の講師のみなさんにご指導いただいた前期課程のクラブ活動が、最終回を迎えました。

今年度は昨年度より２回多く活動できたことで、内容が充実したとの感想がたくさん聞かれました。 

地域のみなさんも張り切って子どもたちと活動してくださり、楽しかったと言っていただき、本当

にありがたかったです。地域のみなさんと、地域にある人、もの、ことについて、自分の追究したい

ことを追究できるクラブ活動ができるということは、本当にしあわせだなと思いました。 

 来年度も楽しみです。 

校長先生の日記⑪ 初雪がどっかり降りました！                      

R７.９.９ 

 

 

 

１１月１９日の朝は銀世界 
 

 １７日の夜から降り出した雪の
ために１８日の朝は、銀世界に一変
しました。水分が多いせいか、雪が
木の枝にぴったりはりついて、樹氷
のようになっていました。あーー久
しぶり！この雪の世界。雪を踏みし
めるとキュッキュッとなるのも楽
しくなります。 
 子供たちは、「あー雪の匂い」と鼻
をくんくんさせていました。まだそ
の匂いを感じられない私は、信濃町
に浸りきれていないなと反省させ
られます。どんな匂いなんだろう？ 
 
  

生徒会企画で大根の種を植

えました。しかし、10 月に

入っての種まき。大丈夫か

な？芽は出るかな？大根に

なるかな？それはさてお

き、９年生と１年生が肩を

寄せ合って種をまく姿はほ

ほえましいですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校東側花壇のマリーゴールドやアゲラタムが秋の青空の

下精一杯花を咲かせてくれています。夏が暑かったせいか、今

頃になって花が元気に咲いてくれています。そろそろ冬用の

パンジーが町から届く時期にきているのですが、あまりに元

気に咲いているので、片付けるのがもったいないです。地域の

みなさんにも喜んでいただけているようで、うれしいです。 

本物にふれる芸術鑑賞教室が

行われ、歌舞伎を観ました。子ど

もたちも歌舞伎の演目に登場さ

せてもらいました。本物にふれ

ることはこれからの子どもたち

の夢に大きな影響がきっとある

と思います。これは、私たち教員

がいくら頑張ってもできない教

育です。 

 ４年生が稲刈りして干していたもち米を脱穀しました。脱穀は昔の
人々が使っていた千歯こき、足踏み脱穀機、自動の脱穀機を使って行い
ました。もちろん、自動の脱穀機は稲をぐんぐん飲んでいっては、あっと
いう間にもみだけが袋に入ってくるので、効率はよいですが、千歯こき
に稲を絡ませて引く時のあのなんともいえない感触が気持ちよかった
り、足踏み脱穀機でパラパラともみが飛ぶ様子も楽しかったりと、昔の
人はこんな大変な作業をどんなふうにやっていたのかな？と考えてしま
いました。さて、脱穀がすむといよいよ収穫祭です。おいしいお餅がつけ
るかな？給食にはおこわがでるかな？今から楽しみです。 

６年生の合同音楽会では

素晴らしい歌声を響かせ

てくれました。学年の団結

力と友情。これまで積み上

げてきたものがすべて発

揮された最高の「いのちの

歌」でした！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８年生の思い 

 今年も来年度の学校づくりについて、８年生が提言してくれました。秋桜祭の「学校づくりを考え

る日」の中で７，９年生、地域や保護者のみなさんに提言し、意見をもらったものを再度検討し、改

めて来年度に向けて提言してくれました。どの提言も、子どもたちの目線から見た学校のよさや課題

が土台となっており、どのように改革を進めていったらよいかを示してくれるものとなっていました。 

 来年度は自分たちの願いが実現する学校づくりができるんだという８年生の意気込みが伝わってく

る発表となりました。子どもたちと一緒にまた新しい信濃小中学校をつくりたいという新しい力が湧

きてきました。今からとても楽しみです。 

人権教育参観日 

 人権教育月間に合わせて参観日が行われました。各クラスの担任が人権に関する授業を行いました。「友

だちを大切にする」ためには「自分を大切にする」ことができないとできない。友だちに優しくできない

でいる友だちは、心に自分自身を大切にできない何かがあるのかもしれません。そんな子どもたちに寄り

添いたいという強い願いを持ちながら、毎日私たちは生活しています。 

 授業後に行われた講演会では、「ジェンダー」について羽田澄子先生からご講演をいただきました。ま

だまだ「ジェンダー」について理解の進まない現実がある中で、人権が守られていくことで「ジェンダー

フリー」は確立していくのだと確信しました。自分の心がどこまで「フリー」なのか自分自身に問いかけ

る時間となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柏原保育園の年中さんが信濃小中学校の幸せを願いにきてくれました！ 

 かわいい、かわいい獅子舞のみなさんが、信濃小中学校にきてくれました。大勢のお兄さん、お姉さ

んが見守るなか、獅子舞がスタートしました。まさに鍛え抜かれた技が輝いた舞でした。獅子舞の生き

ているような動き、太鼓やお囃子のたのしそうな動き、思わずみんな引き込まれて見ていました。獅子

の口の中に大きな剣が飲み込まれる様子は圧巻でした！これで信濃小中学校は安泰です！きっと来年も

いい年になると思います。年中のみなさん！本当にありがとうございました！ 

もっともっとこんなふうに交流ができたらいいなと思いました。 

ソフトテニス部大活躍 

 ソフトテニスクラブのみなさんが小学生の大会

で大活躍してきてくれました！ 

 小学生の頃からの活躍、これからが楽しみです！ 


